
手話による教育、聴覚障害者と聴者の共存をめざす 

第３２回     

ろう・難聴教育研究大会のご案内 
 

２００９年７月２５日（土）～７月２６日（日） 
 

 

主催 ろう・難聴教育研究会（旧ＴＣ研） 

 

ろう教育、難聴教育にはさまざまな問題・課題があります。手話と日本語、学力にかかわる課題

について、当研究会は、継続的、重点的に取り組んできました。また、人工内耳の普及についても、

手話と日本語に新しい視点を求めるものとして、テーマに取り上げてきました。 

特別支援教育への再編では、ろう学校の統廃合や名称変更が進められる中、重度化や発達障害へ

の対応が課題になっています。難聴学級のあり方やインテグレーションする子供への支援も課題に

なっています。 

かつては困難であった大学進学が、少子化の影響で容易になってきました。その中で、大学での

支援の在り方や大学進学の意味が新たな課題として、浮上してきました。 

いずれも大きな課題ばかりですが、今大会で取り上げました。 

参加者が課題と情報を共有し、それぞれの現場の悩みなども打ち明けあう交流と論議がこの研究

大会の中で進められればと願っています。ぜひ、お誘いあわせの上、ご参加くださいますようお待

ちしています。 

 

ろう・難聴教育研究会 会長 伊藤政雄 

 
 

 

１ 名称   第３２回ろう・難聴教育研究大会 

２ 主催   ろう・難聴教育研究会（旧トータルコミュニケーション研究会） 

３ 期日   ２００９年７月２５日（土） ９時２０分受付開始～ 

             ７月２６日（日） ～１７時００分終了 

４ 会場   日本大学文理学部百周年記念館・国際会議場･第２会議室 

       〒156-8550 世田谷区桜上水 3-25-40 TEL 03-3329-1151 



第３２回ろう・難聴教育研究大会のご案内 
 

１ 期日  ２００９年７月２５日（土）９時２０分～７月２６日（日）１７時００分終了 

２ 会場  日本大学文理学部百周年記念館・国際会議場･第２会議室 

３ 交通  京王線 下高井戸駅あるいは桜上水駅下車、徒歩８分 

４ 参加費  

 
   ２日間参加 １日のみ参加 交流会参加 

一般 ５０００円 ３０００円 ２５００円 
 

会員 
 

 学生 ４０００円 ２０００円 ２５００円 

一般 ７０００円 ４０００円 ２５００円 

 

非会員  

 学生 ５５００円 ３０００円 ２５００円  

 

５ 申込方法 

（１）７月１７日までに①参加費等を下記（２）の郵便振替ロ座に送金し、②所定の「参加申込書」

に記入、下記（３）（４）宛に、メールまたはＦＡＸして下さい。［かならず①②の手続きをお

願いします。］ 

＊所定の「参加申込書」は、当研究会ホームページ www.deaf.or.jp/tcで取得できます。下記

宛ＦＡＸ、メールで請求することもできます。 

ＦＡＸ ０３－３８８４－９５８２ メール  tcymaeda@hotmail.com     前田芳弘 

当会メールマガジンでもお知らせします。 

メールマガジンの申し込み先 h-hasegawa@r3.dion.ne.jp   長谷川 洋 

＊送金と参加申込書を確認し、領収書兼参加票(はがき)をお送りします。 

参加当日、受付に参加票を提示して下さい。 

 ＊郵便振替での参加費等の振り込みは７月１８日までとします。それ以降は、当日、受付にてお

支払いください（参加申込書は、送ってください）。 

 ※ 当日も参加を受付ますが、受付の混乱を避けるため、できるだけ事前に参加申込の手続きを

してください。 

（２）参加費の送金先   ロ座番号 ００１１０－２－３１４９７２ 

             加入者名：ろう・難聴教育研究会（旧ＴＣ研） 

（３）メールでの申し込み先  mamame2@mtc.biglobe.ne.jp 森崎 恵子 

（４）ＦＡＸでの申し込み先  ０３－３５７９―８３５５ 森崎 恵子 

（５）郵便での受付先       １７３－０００５ 板橋区仲宿３５－７ 森崎 恵子 

（６）ろう・難聴教育研究会会員への加入のお誘い 

   年３～４回の会報、大会・小研究会の割引き参加などの特典があります。 

   大会当日、受付で新規会員入会の手続きができます。会員になった方には、その場で大会参

加費の減額分を返金します。 

６ 問合せ先 ＴＥＬ０４８-２９４-０３６９または０９０－６０３５－４６８６矢沢国光 

ＦＡＸ ０３－３８８４－９５８２  メール  tcymaeda@hotmail.com     前田芳弘 

 

http://www.deaf.or.jp/tc
mailto:h-hasegawa@r3.dion.ne.jp
mailto:mamame2@mtc.biglobe.ne.jp


７ プログラム  情報保障（手話通訳、パソコン字幕表示）があります。 

 

７月２５日（土）  国際会議場 

９：２０ 受付 

１０：００ あいさつ 
１０：１０ 

 

１２：００ 

「聴覚障害と発達障害を併せ有する子供の支援と課題」  

濱田豊彦（東京学芸大学） 

１２：００ 昼食 （ご自分で用意するか、近くのお店でお食事をお願いします。） 

１３：００ 

１４：５０ 

「インテした難聴児の自我発達の支援」       田原佳子（千葉聾学校） 

１５：００ 

 

 

１６：５０ 

「手話と日本語の習得 

―幼から小へ手話と日本語の習得が家庭でどのようにされたか」  

鈴木朋美（大塚ろう学校保護者） 

１６：５０ 終了  （ろう・難聴教育研究会総会） 

１７：３０ 

２０：００ 

交流会      会場は１Ｆロビー 

７月２６日（日）  午前は国際会議場と第２会議室に別れ、午後は国際会議場で行います。 

９：００ 受付 

９：３０ 

 

 

 

 

 

１２：３０ 

分科会Ａ（幼稚部指導のあり方） 

実践報告 ①坂戸ろう学校 

     ②平塚ろう学校 

幼稚部指導のあり方 

斎藤佐和（目白大学） 

新井孝昭（筑波技術大学）

分科会Ｂ （小学部での指導） 

① 「明晴学園の教育とは」 

榧陽子（明晴学園） 

② 「江副文法を活用したろう学校での

日本語指導」 

糠信匡男（平塚ろう学校） 

１２：３０ 昼食 （ご自分で用意するか、近くのお店でお食事をお願いします。） 

１３：３０ 

１５：００ 

手話と口話の「効果」と「限界」を見つめた実践を～「９歳の壁」を越えるために～ 

脇中起余子（京都府立ろう学校） 

１５：１０ 

 

 

１６：５０ 

「ろう学生・難聴学生の進学と課題―学生、教員からの発言―」 

橋本一郎（中央ろう学校） 

聴覚障害大学生

１６：５０ 挨拶  １７：００ 終了 



８ 会場案内（日大文理学部ＨＰからコピー 
しました。） 

交通  京王線 下高井戸駅あるいは 
桜上水駅下車、徒歩８分  

●京王線新宿－下高井戸間 
・乗車時間：１０分  ・料金：１５０円 

●京王線新宿－桜上水間  
・乗車時間：１２分  ・料金：１５０円 

● 小田急線豪徳寺－世田谷線山下－下高井戸間    
・乗車時間：５分   ・料金：１３０円            (写真：日本大学文理学部百周年記念館)

 

・ 会場の百周年記念館は日本大学文理学部の真向かいにあります。 

･ 下高井戸駅から会場までは一本道で分かりやすいです。ただ下高井戸駅は急行が止まらないので

各駅停車か快速に乗るよう注意が必要です。 

 

当研究会ホームページをご覧ください。   www.deaf.or.jp/tc

会場 

http://www.deaf.or.jp/tc


 
 

 

 

 

 

※ふりがな  性別  会員区分 コミュニケーションスタイル

※会 員 番 号  
※氏 名  男 女

※会 員

非会員  
・ろう・難聴・聴

※住 所 
〒 

※F A X  ※T E L  

※E‐Mail 
 

所 属 

団 体 
 

※ご自身の立場を○で囲んで下さい。

 １．学校関係者  ２．親  ３．手話関係者  

４．学生 ５．その他 

項   目 金 額 ※ ○ 印 

2 日間参加 5000 円 分科会Ａ、Ｂ 

一  般 
1 日間参加 3000 円 

２５日、２６日 

分科会Ａ、Ｂ 

2 日間参加 4000 円 分科会Ａ、Ｂ 
会  員 

学  生 
1 日間参加 2000 円 

２５日、２６日分科会

Ａ、Ｂ 

2 日間参加 7000 円 分科会Ａ、Ｂ 

一  般 
1 日間参加 4000 円 

２５日、２６日分科会

Ａ、Ｂ 

2 日間参加 5500 円 分科会Ａ、Ｂ 
非 会 員 

学  生 
1 日間参加 3000 円 

２５日、２６日分科会

Ａ、Ｂ 

  交 流 会 参 加 費 2500 円  

       合  計 

 

        円 

2009 年 7 月２５日～７月２６日 

第３２回ろう・難聴教育研究大会 参加申込書 

※ は必ず記入して下さい。（その他は任意）。FAX かＴＥＬのいずれか記入して下さい。 
（★会員番号は、会報帯封の名前の下に印刷してある５桁の番号です） 

（メールマガジンをお送りします。未登録の方はメールアドレスを大きく分かりやすく記入して下さい。） 

 

 

振込み額             円 

振込み日   ２００９年  月  日 


